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はじめに

前回はカスタムクラスの設定をデザ

イン時に変更する方法について説明し

ましたが、記事の最後で触れたように、

このままでは設定の変更が反映されま

せん。設定値を永続化させる仕組みを

実装していなかったからです。

そこで今回は永続化の具体的な説明

に入る前段階として、独自クラスを永

続化する際に必要となる“シリアライ

ズ”について説明することにします。

シリアライズとは？

「シリアライズ」とは、メモリ上に

ある情報の一部、あるいはすべてを、

ファイルとして保存したりネットワー

クで送受信したりできるように変換す

ることをいいます。反対にシリアライ

ズされたデータから、ソフトウェアで

扱うことのできる元のデータ形式に直

し、メモリに復元することを「デシリ

アライズ」といいます。これを広義の

シリアライズと呼ぶことにしましょう。

その場合、Visual Studio .NET（以下

VS.NET）のコード生成もシリアライズ

に該当します。

ただし、ソフトウェアの世界で“シ

リアライズ”と言えば、一般的には

「バイナリシリアライズ」を指す場合が

多いでしょう。このほか、XMLシリア

ライズなどもあります。

.NET Frameworkには、バイナリ／

XMLの両方でシリアライズ／デシリア

ライズを簡単に扱える仕組みが備わっ

ていますが、本稿ではXMLでのシリア

ライズに関しては扱いません。以降で

は、バイナリシリアライズに関して説

明してゆきます。

バイナリ
シリアライズ

バイナリシリアライズを実装するの

は比較的難しい部類に入ります。しか

し、前述のとおり、.NET Frameworkに

備わっている仕組みを利用することに

より、簡単に実装することができます。

もっとも簡単な方法はシリアライズ
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したい型に対して、「Serializable」Attributeを指定する方法

です。簡単なサンプルをリスト1に示します。これを見ると

わかるように、単純にSerializableAttributeを指定するだけ

で実装できます。

次に、このクラスがきちんとシリアライズされ、シリア

ライズされたデータが元通りにデシリアライズされるかど

うかを確認する方法を見てゆきましょう。

今回はバイナリシリアライズの確認なので、「Binary

Formatter」を使用します。ここでは詳しく説明しませんが、

SOAPシリアライズの場合はSoapFormatter、XMLシリアラ

イズの場合はXmlSerializerを使用します。

BinaryFormatterのSerializeメソッドでは、シリアライズさ

れたオブジェクトをStreamに流すことになります。Stream

にはもちろんMemoryStreamや他のStreamも使用可能です

が、FileStreamを使用するとバイナリエディタなどで中身を

確認することができるので、今回はFileStreamを使用して

います。

リスト2に簡単な確認のコードを示します。このコードを

利用すると、上記のように、BinaryFormatterのSerializeメ

ソッドで、SerializableClassがFileStream中にシリアライズ

され、次にFileStreamからきちんとデシリアライズされてい

ることを確認できます（図1）。

SerializableAttributeの
問題点

このようにSerializableAttributeは、簡単にシリアライ

ズ／デシリアライズを行なうことができる便利なものです。

ほとんどの場合は単にSerializableAttributeを指定するだけ

で十分です。ただし、SerializableAttributeを使用する場合

[Serializable]
public class SerializableClass {

int data;
public SerializableClass(int data) {

Data = data;
}
public int Data {

get { return data; }
set { data = value; }

}
}

リスト1：シリアライズ可能なクラス

const string FILENAME = "test.bin";
SerializableClass sc = new SerializableClass(2), deserialized_sc;
BinaryFormatter bf = new BinaryFormatter();
using (FileStream fs = File.OpenWrite(FILENAME)) {

bf.Serialize(fs, sc);
}
using (FileStream fs = File.OpenRead(FILENAME)) {

deserialized_sc = (SerializableClass)bf.Deserialize(fs);
}
Console.WriteLine("Original : {0}, Deserialized : {1}", 

sc.Data, deserialized_sc.Data);

リスト2：シリアライズ／デシリアライズの確認

まず、サンプルソースの入ったディレクトリを、わかりやすい

位置にディレクトリごとコピーします。

次に、OSの［スタート］メニューから［プログラム］-［Micro

soft Visual Studio .NET 2003］-［Visual Studio.NETツール］-

［Visual Studio .NET 2003コマンドラインプロンプト］を選択

し、VS.NETのコマンドラインプロンプトを実行します。そして、

目的のディレクトリ（ここでは“C:¥SerializeTest”）で、

C:¥SerializeTest> csc SerializeTest.cs

と入力すると、VC#コマンドラインコンパイラによってコンパイ

ルされ、“SerializeTest.exe”というアセンブリが生成されます。

生成後、

C:¥SerializeTest> SerializeTest.exe

と入力すれば、EXEファイルを実行して確認することができま

す。コマンドラインコンパイラのオプションについての詳細は、

C:¥> csc /?

と入力すると表示されます。

コマンドラインによるコードの確認方法




